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第一章　 緒 論

鉄 の代謝 に就 いて は古 くよ り多 くの 研究 が

あ り, Starkenstein27), Heubner28), Witts12),

 Abderhalden22),美 甘35),福 島37),妹 尾36),井

村41)等 に依 る と,食 物 中 の有機 鉄 は 殆 ん ど

吸收 されず,吸 收 され るの は簡 単 な形 の無機

鉄化 合物 で あ つて 胃酸 が 溶媒 と して作 用 した

後小腸 内で 吸收 され る といつ て い る.鉄 が 貧

血 に効 の あ る こと は古 くよ り知 ら れ て い る

が,造 血 器 に至 り血球 素 生成 材 料 と して使 用

され るに 止まるの みか,或 は直接 之 を刺 戟 し

て血球 生 成 を旺 盛 な ら しめ るか は未 だ十分 明

か で はない.

脾 臟が鉄 の代 謝 に関係 の あ る ことはLeon,

 Asher18),に 依 つ て 唱 へ ら れ たが, BelaK,

 Saghi9)は 脾 摘 出犬 に鉄 注射 を行 ひ 赤 血 球,

血球 素 の減 少を来 し,赤 血 球 新 生が 認 め られ

ない こと よ り骨 髓 は或Hormonを 通 じて はじ

め て刺戟 され るの で あ らうと いひ,橋 口32),

も鉄 は脾 臟 の老 朽 赤血 球 破壞 を亢 進 せ しめ 次

い で骨 髓 の造 血 力 を亢 進 させ るの で あ らうと

いつ て い る.又Eppingen, Peace29)等 も脾

は骨髓 に対 し血 球 生成促 進作 用が あ る といつ

て いる.然 しHirschfeld, Weinert34),蓮 池56),

井村41),上 野57),山 本34)等 は之 に反対 して

いる.稲 田54)は 脾 に関 係な く,岡33)は 更 に

甲状 腺,網 内系 に も関 係 な く鉄 は直接 骨髓 に

働 く といつ て い る. Franz Muller3), Egar20)

は鉄 食物 を貧血 動 物 に与 へ る こ と に よ り,

 V. Noorden14), Erich Meyer27)は 萎 黄 病 に対

す る鉄 の著 効作 用か ら更 にAbderhalden27)は

幼 弱動 物 に対 す る鉄 の作 用等か ら直接 刺戟 で

あ ら うといつ て いる.又Russel13)は 骨髄 の

成熟 限 界点 に就 いて論 じ,肝 の抗 貧血 要素 が

巨大 赤血 球段 階 に於 て演 じる に対 して鉄 は有

核 赤 血球 段階 に作 用す る といつ て い る.我 国

に 於 て も妹 尾36),福 島37),馬 島47) ,永 井31)

等 は実 験 的 に鉄 の 骨髓 直接 刺戟 作 用 を認 め て

いる.其 他 直接 刺戟 説 に賛成 す る もの もあ る

が然 し之に反対する学者 も少くない.

MorawiSz15)は 体 内又 は食 物 中 に常 に大 量

な金 属鉄 が含 ま
れ て い るの に体 内 自身 の鉄 が

刺戟 作 用 を 骨 髓 に 及 ぼ す といぶ こと は疑 し

く,又 あ らゆ る種類 の 貧血 に対 して作 用 しな

い ことか ら間接刺 戟 で あ らうと いひ, rartako,

 wsky11), Zahn10)は 鉄 を大 量与へ て いる動 物

に潟血 貧皿 を起 させ薬 用鉄 を投与 して もその

効 な く,更 にZahnはSchmidt27)の 実 験 と

同様Ratteを 鉄 な しに養 ひ,貧 血 を起 さなか

つ た と いふ.又Witts12)は 鉄 は赤血 球 母細胞

の 核 に よ り攝 られ血 色素 の生 成 が完 成 すれ ば

成 熟 細胞 を押 し出 すが,鉄 は骨髓 を刺 戟 しな

い と いひ, Starkenstein27)は 鉄 の作 用 は竝 行
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的(Nebeneivander)な ものでな くNacheinan

der的 な ものであ らうとして居 り,鉄 は組織

の触媒作用 として,又 血球素形成要素 として

作用すると述べている.最 近高 島58) Goetch,

 Moore301,の 言ふ如 く低血色素性貧血 動 物 に

鉄 注射を行ふと網状赤血球(以 下網,球 と略

す)の 増加を来すが,健 康動物にはその反応

を見ない ことか ら鉄 は赤血球血球素の生成材

料 として用ひられる もので骨髓刺戟作用はな

いといつている. Naegeli17)は 嘗て萎黄病 に

対する効 よ り鉄 はNoordenの 言ふ如 く骨髓 を

刺戟す るが,唯 然 しそれが直接 なのか或 は間

接 に刺戟 して作用を拡 げるのか は疑問である

といつている.

余 は鉄が直接 骨髓 を刺戟するや否やを究明

せんとして次の実験 を行つた.即 ち以上述べ

た如 き先 人の業績 は何れ も鉄の経 口的投与又

は静豚内注射であつて之を骨髓その ものに投

与 した ものはない.従 つて余 は之を直接 骨髓

潅流 に依つて試みんとした.

第二章　實 驗 材 料

実験動物は先ず健康なる体重2瓩 内外の白

色雄 性家兎を使用 し,実 験鉄 剤は クェン酸鉄

ア ンモ ン(以 下 クェ,酸,鉄 ア,と 略す)10

～30%溶 液0.4竓 内外(純 鉄20瓱 内外含有)

又はフェゾール液(山 之内製薬注射液 にして

1竓 中1瓱 コロイ ド鉄液含有)を 使用した.

第三章　實 驗 方 法

家兎を仰臥位に固定し,左 側大腿上部の毛

髪を勢除 し消毒後,大 腿中央部 よ り鼠蹊靱帯

の上部 にかけて縦切開 を加へ皮下 ・筋肉組織

を分離す ると鼠蹊 靱帯 よ り下方,股 動脉外側

に大腿骨へ 向ふ小動 脉の走 るのを見 る.こ れ

が骨髓栄養動脉(以 下栄動 と略す)で,こ れ

と併行 して骨髓か ら出るのが同静脉(以 下栄

静 と略す)で ある.尚 此等栄養血管 には屡 々

外側に向ふ小血管が出て いるので之は必ず結

紮 した.茲 で栄,静 をその中心端 に近い部 で

結紮 し,之 を時 々穿刺 して鬱血の起 らない様

に した.注 射液 はこの栄,動 よ り1/6注 射針 を

以て徐 々に注射 した.血 液検査 は注射前及注

射後1, 2, 4, 6, 8, 10時 間 に行 ひ そ の 変

動を観察 した.栄,静 よりの採血 と同時 に同

側股 動脉の も採血検査 し両者を比較すること

とした.此 の方法では注射液 は骨髓 のみを潅

流 し,全 身血行 に は 全 く侵 入 しないとは井

上59)も述べている.

第四章　實 驗 成 績

実験 は之を二群 に分け鉄剤注射群4例 を行

ひ又対照として生理 的食塩 水注射群2例 を観

察 した.

第一項 鉄 剤に依 る潅流実験

第1例.　 クェ,酸 鉄 ア, 10% 0.4竓 注射

表1に 示す如 く赤血球及血球素 は時間の経

過と共 に操作 に依 る多少の出血の ため漸次減

少 しているが栄,動 と栄,静 は五 に相平行 し

ている.又 網,球 は多少の動揺を示 している

が之 も両者の間 に差 は殆 んど認めない.

表1.
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表. 1. 表. 2.

第2例　 クェ,酸 鉄 ア, 10% 0.6竓 注射

操作に依 る出血 比較的少 く表2の 如 く赤血

球,血 球素共 にその動揺 は見 られず,栄,静

と股,動 の間の増減 は誤差範圍内の ものであ

る.網,球 も両者間の差 はない.

表2.

第3例　 クェ,酸 鉄ア, 20% 0.4竓 注射

表3の 如 く赤血球,血 球素 は栄,静 と股,

動共 に略 々平行 して増減するのが見 られ特 に

栄,静 に於 ける増加 は認め られない.又 網,

球 は栄,静 に於て注射后2時 間に稍 々増加,

股動,は 注射后4時 間 に旧値 に恢復 している

が両者 の差僅か2万 に して有意の増減 ではな

い.

第4例　 クェ,酸 鉄 ア,30% 0.4竓 注射

表4に 示 す如 く赤血球,血 球素共 に注射后

2時 間に操作 中僅かの出血に依る減少が見 ら

れるが,動,静 脉血共 に平行 して減少す るた

め有意 な ものな く,又 網,球 に於 て もその動

揺 は頗 る僅少 である.
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表3.

表. 3.

表. 4.

表4.
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第2項　 生理的食塩水に依 る潅流実験

鉄剤に依 る潅流実験 の対 照として生理 的食

塩水0.4, 0.6竓 を以て正常家 兎の骨髓潅流

を行つた.

第6例　 生理的食塩水0.4竓 注射

表6に 示す如 く赤血球,血 球素 は注射后2

時間 よ り栄,静 に比 し股,動 は僅か に増加 し

ているが誤差範 圍を出ず,網,球 の増減 はな

い.

表6.

表. 6.

表. 7.

第7例　 生理的食塩水0.6竓 注射

表7に 示 す如 く赤血球,血 球素共 に栄,静

に於 て減 少す るに,股,動 に於 ては僅が に一

時的の増加が赤血球 に於 て見 られた.又 網,

球 には注射后4時 間に股,動 に僅かな増加が

見 られた.栄,静 には変動 は見 られない.
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表7.

第五章　総括並びに考按

余 は クエン酸鉄アンモン及び フェゾールを

以て健康家 兎の大腿骨骨髓 潅 流 実 験 を行ぶ

に,操 作に依 る多少の出血 を除いて赤血球,

血球素 は栄,動 及び股,動 の 間 にそ の差 は

認められなかつた. Naegeli, Swjadskaja21),

 Johnson27)は 血中の網,球 は骨髓の反応 的機

能亢進の確実 な,そ して最 も早期の徴候であ

るとし更に骨髓の再生能力の活動力はその絶

対数が有意 であるとしたが,余 の実験 に於 て

これ ら網,球 の増加 は鉄注射に依 り認め られ

なかつた.又 対照 として行つた生理的食塩水

注射群 に於て も,赤 血球,血 球素,網,球 等

に栄,静 と股,動 の間に於 ける変動 は認めら

れなかつた.即 ち健康家兎の骨髓を鉄剤 で潅

流 して もその流血 中には赤血球系の変化は認

め られなかつた.

Heinz8)は 健康人に鉄注射 を行ふと10～14%

の血球素の増加 を来 した といひ, Chattejee7)

は健康犬に経 口的又 は静注 に クエン酸鉄 アン

モンを与へ,脾 に有核赤血球の増加 を来 し,

これを即 ち脾又 は骨髄 を鉄が刺戟亢進 したと

している.又 福島37)は 健康 人に鉄 の経 口投

与を行ひ,赤 血球,血 球素 は投与后4時 間に

一過性の増加 を来 したといつている.之 に反

対 しStarkenstein27), Aufrechts27), Goetch30),

高島 〓)其 他は健康動物に鉄剤を投 与 して も

何等 その効を現 はさなかつた ことを観察 し,

高 島はこの実験か ら他の如何なる条件下 にそ

の作用を認めて も鉄 は直接骨髓を刺戟 はしな

い,と 述べている.然 し余 はStarkensteinの

言ふ如 く,健 康動物 に於て等 しい均衡 を保持

している臟器が独 り機能 を亢進するといふ こ

とは生理的基礎法則 に反すると思考 し,刺 戟

作用の決定に健康家兎を以て対照 とするは必

要なるも十分 であるとは考えられない.

(
本論交中の参考文献は第4報 末尾に一括掲

載 した. )


